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Abstract

Arollingtesttanktobeusedinahydraulicstudyontheship-rｏｌｌｉｎｇｈａｓｂｅｅｎ
ｓｅＬｕｐｉｎｔｈｅｃｏｍｍｏｎｃentralwaterwayofalarge-sizedtankwhichconsistsoftwo
symmetricallysituated,ellipticalcirculatingchannels（Fig.１)．Aship-rollingrecorder
andawave-heightrecorderareattachedtothecarrlagewhichDermitsminutemove‐
ｍｅｎｔ、ApneumatlcWave-makerisconstrucｔｅｄｓｏａｓｔｏｃｈａｎｇｅｏｐｔｉｏｎａｌｌｙｔｈｅａｉr
pressureinsideaninvertedcasewhichispartlyimmersedintothewater（Fig.２)．
Thewave-damperisofabeachtype（slopel/5）withagratingofsquarelaths，
Otherdataofthestructureofthetaｎｋａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ：１ength：１０ｍ；efTectivelength：

4.2ｍ（fromthewavegenel･atortothemodel)；efTectivewidth：２ｍ；depth：１ｍ：
efTectivedepth：０．８ｍ；capacityofthewavegenerator：１Ｈ・Ｐ・
Generatedwavesareapproximatelytrochoidalinform，ｉ､e､，adeep-waterwave

(Fig.９)．Othercharacteristicsofthewavesfollow：maximumheight：１１ｃｍ；period：
0.8-1.5sec.；slopeangle：６L2｡；steepness：１/30-1/80．
Experimentswithamodelship（Figs、12,13ａ＆１３b）togetherwiththefEatures
ofgeneratedwaves（Figs、９，１０＆１１）showtheusExfulnessofthetankasapractical
testingapparatus．

１．緒言

先に本学に於ては大型対称式回流水槽を設置し，これに依って漁船，漁具（定置網，巾

着網等）の流体抵抗を測定し，流体力学的検討とそれに依る資材の効率的設計を通じてい

ささか漁業の発展に寄与して来たが，今回更に本水槽の中央水路を利用し，幅２ｍ，深さ

1ｍ，長さ１０ｍの動揺試験水槽を整備した．近時漁船等小型船舶の復原及び動揺性能の向

上に国家的関心が深まりつつあるとき，吾をも本水槽に依って学生に是等の問題に関する

実際的概念を与え，併せて教官研究の一助に資し得ることは大きな喜びであり，鼓に本水

槽の施設拡充に就て種為御高配と御援助を賜わった日本海難防止協会に対し深く感謝の意

を表するものである．本報に於ては主として動揺試験水槽の構造並びに性能の概要につい

て報告する．

２．実験装置

元来本水槽は動揺実験のため特に設計,設備せられたものでなく，上述の如く既設の抵抗

試験用水槽の中央水路の直線部を利用したもので，其の大きさ並びに形状については必ず

しも理想的でなく，特にその長さが箸るしく短く水深も浅いのが欠点である．今その寸法，

形状を示せばFig.１の如くである．即ち動揺試験水槽としては中央直線水路の一端に造

波装置，是より約4.0ｍ離れて模型実験を行う微動計測台車を置き実験中は軌道上を前後

に自由に移動し得るようにしてあり，その後方固定整流板に続いて左右両側に別れた円弧

状の簿曲整流板の夫左の終端の位置に消波装置が置かれている．
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１．造波装置既設水路に実験設備を置く関係から，水路の有効長さが極めて短かく限

定されること，浅海波，深海波何れも発生可能なることが望ましいこと，造波装置の運動

と発生波の特性（波高，波長，周期間の関係）を経験的に推定できること，建設及び維持

が簡単で且つ低廉であること，反射及び慣性が小さいことという観点から，造波装置は空気
式のものを選定した．Fig.２に示す通り，上部気密箱の左端に吐出口を下にして０．７５ＫＷ

送風機を格納，その吐出口に同径の鉛直エスロンパイプをつなぎ下部開箱内水平エスロン

パイフ．へ導く．この水平パイプには対称に同様の鉛直パイプが設けられ上部閉箱へ風路を

導いてある．尚開箱内水面への風圧を均一化するため水平パイプには前後両面何れも中央

部全長に亘って水平に開口を設けてある．更に連通管内の水の動揺周期を0.8～1.5secに

共振させるにI的で開箱の前面に図の如く外箱を置いた．叉両鉛直パイプの中間には何れも

ト字状に枝管を設け夫交内部空気の出入口に当てられている．パイプ内各弁を電磁オシロ

用可変速１/16ＨＰ､モーターに依り或る周期を以て開閉すれば左鉛直パイプは常に下方の

開箱へ空気を送り込み，右鉛直パイプは反対に空気を吸い込むこととなり，箱内の気圧が
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周期的に変動し，従って種左の造波が行われることとなる．尚送風機は特殊風圧調整器を

もち風量及び風圧の増減が可能であり，この使用に依って発生波の波高を変えることが出

来る．

備考上部気密箱内送風機

三相交流誘導電動機0.75ＫＷ，電源三相交流低圧動力250Ｖ，吐出口径

150ｍｍ，周波数６０cycle，瓜賦２２，３/ｍin，風圧ｌ５８Ａｑｍｍ，毎分回転数

3470,電流３Ａ，電圧200Ｖ，定格連続極数２．

エスロンバイブ内弁開閉用電動機

電源Ａ・ＣｌＯＯＶ→１２Ｖ，馬力１/16Ｈ､P.，電磁オシロ用可変速モーター，

電流７Ａ，電圧１２Ｖ．

２．消波装置消波装置は消波能力大で反射波を生ぜず，安価で且つIJT有面積が少くて

済む方式が望ましいが，従来使用されてきた構造では，海浜での波のエネルギー消失現象

を模倣した斜面形式の改良型が一般に好評である．吾煮の場合もオランダＮ・Ｓ・Ｍ.B・航海

性能試験水槽に於て好成績を挙げていると云われる海岸傾斜式（Ｈ/Ｌ＝1/5）を選定した．

Fig.３にこれを示す．実験の結果では最大波長4.5ｍのとき，反射波の波高は入射波の

それの５％以下，これより短い波長の波に対しては条件は更によくなると云われている．

Ｐｌａｎ

Fig.２．Wavegenerator．
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Ｆｉｇ．５．Wave-heightrecorder．
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Ｆｉｇ．３．Wave-damper，side-elevation．

当然本消波装置は直線水路に設けるべきであるが，前述の如く水槽の有効長さも短かく，

設置に困難なので綾だ不本意ではあったが左右両側の枝水路にこれを置いた．

３．動揺角並びに波高測定用微動計測台車Fig.１に示すように中央直線水路コンクリ

ート側壁上に設けられた軌道上を微動し得るもので，大きさは2.2ｍ×1.1ｍ，これに自記

式動揺計Fig.４，及びその構造，作動原理も略女前者に同じ波高計Fig.５が置かれてあ

る．模型船保持の方法としてはFig.１に示す如く動揺計が模型船に対し重心の上下運動，

回転運動並びに水平往復運動を同時に許し且つ水平の横漂流を与えた場合でも計測出来る

よう末広博士の改良型を用いた．

／

Ｆｉｇ．４．Rollmgrecorder．
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３．水槽の性能

造波装置の弁開閉用モーター回転数と発生波の周期との関係はFig.６に示す通りである．

又送風機の特殊風圧調整器全開時の波高と周期との関係はFig.７に示された通りである．

周期を一定に押えた時の波高の時間的変動はFig.８に示す通りである．尚発生波の波形

を調べる凶的でこれを観測窓より写真にて撮影，これを写真引伸し器で引伸したものを求
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４．考察

動揺試験水榊として水路が他端で楕円弧状に曲って消波装置につながることから発生波

の進行に伴なって側壁への反射並びに回折を生ずる事から消波装置に依る反射波の波高の

減衰効果についてはかなり疑問をもたれた．叉通常造波装置と模型船間の距離は少くとも

模型実験波の最大周期1.5secと最大水深0.8ｍに対応する波長3.22ｍの３倍の約９ｍ

が必要とせられるが，現水槽ではどうしても4.2ｍしかとれず造波装置に依る波状撹乱は

模型船の位置附近に於てもかなり残留し，模型波の定常化並びに波形の歪みについては当

然大きな危1具と困難が予想された．唯吾だとしては空気式造波装置の特性である慣性がな

いこと，反射性が弱いことに期待をかけて実験を行なった．即ち波の長さと周期との関係

を実験的に調べた結果はFig.１０の通りで測定周期の範囲内では理論波に対し最大２％の

誤差であり，一応動揺試験水槽としての使用が可能と考えられる．但しFig.７に示す通

り各種波形に対･し波高を整一にすることはその機構上経験的に推定せざるを得ず調整は特

10
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Ｆｉｇ．９．WaveProlile．

‐‐‐‐TrochoidalWave，－ＷａｖｅｏｆＴａｎｋ・

Ｐｅｌ－ｉｏｄｏｆｔｈｅｗａｖｅｌ､２３sec，Ｌｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｗａｖｅ２３０ｃｍ，Ｈｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅｗａｖｅ４,５ｃｍ．

めると略交トロコイド波形であって，Ｆｉｇ．９がそれである．叉波の長さと周期との関係を

実験的に調べてみるとFig.１０の如くであって略煮理論式Ｌ"＝g/2応ＴｉＵ２の関係を満足し

ている．ＬＩＵ，四｡及び造波装置内弁開閉用モーターのｒ・ｐ．ｍ．との関係を示せばＦｉｇ．１１の

如くである．最後に本装置に依る模型船の自由動揺並びに強制動揺試験記録の一例を示せ

ばＦｉｇ．１２，１３a，１３ｂである．
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に困難を極めた．今後木水槽の性能を向上せしめるとしても水路の長さ並びに水深に制約

されて或る限界があると思われるが，消波効果について更に一段のエ夫改善をすれば若干

の|ｿ}能向上が期待出来よう．

５．結言

１．模型船用実験波では周期0.8～1.5secの範囲では波形も概ねトロコイド波で深海波に

近い．概して周期が大きくなると，波長が理論波よりも短くなり1.5secの周期の時最大２

％の誤差である．

２．上記周期の範囲で波長は1.0～3.5ｍ，波高は送風空気獄の幽数で最高０．１１ｍ，波傾

斜角は６～2.,波の峻度は１/30～1/80.
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